
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見て 感じて 歩いて長崎 

6年生修学旅行 
 10月 19日（木）、晴天の下、6年生は一泊二日で長崎修学旅 

行に出かけました。1日目は平和学習として平和祈念館で入野 

小、納所小と合同で平和集会を行い、長崎原爆資料館を見学し 

ました。原爆資料館では原爆の破壊力のすごさや恐さ、そして 

平和の大切さを感じました。 

 平和公園での昼食後は班別での見学（研修）で、子どもたち 

は地図を見ながら、浦上天主堂や如己堂、山王神社、城山小学 

校を回りました。宿泊先のアイランド長崎は、周りを海に囲ま 

れ、建物もきれいなホテルでした。夕食は料理の品数も多く、 

組み合わせると長崎名物のトルコライスになりました。デザー 

トは、ケーキ、マシュマロやドーナツにチョコファウンテンが 

あり、子どもたちも喜んでいました。 

 ２日目のテーマは長崎の歴史と文化です。長崎歴史文化博物 

館をスタートに、班別で亀山社中跡や眼鏡橋、出島、新地中華 

街を回って、最後はグラバー園でした。 

 この 2日間、子どもたちはよく歩きました。長崎は坂道や階 

段が多く、「足が痛い、もう歩きたくない」という子もいました 

が、みんなゴールまで到着しました。班別見学では、互いに声 

を掛け合い、地元の人にも良くあいさつする姿を多く見かけま 

した。小学校一番の思い出でもある修学旅行に、12名全員で行 

けて本当に良かったです。保護者の皆様には、修学旅行に向け 

ての準備等ご協力いただきありがとうございました。 
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平和公園 

新地中華街 

長崎歴史文化博物館 坂本龍馬像 

中華街での昼食 眼鏡橋下の川にて 



サガン鳥栖 サッカー教室 

 10月 24日（火）、田野小学校にてサガン鳥栖サッカー教室 

が開催されました。講師としてサガン鳥栖スクールマスター 

の赤司大輔コーチ、スクールコーチの浦田凌斗コーチの 2名 

が来校されました。 

 初めに前への進み方に取り組みました。進み方も前向き、 

後ろ向き、横向き、片足、大股、ジャンプしながら等自分な 

りに工夫することをアドバイスされました。その後は、ドリ 

ブルやパスを取り入れたリレーをし、最後にサッカーのミニ 

ゲームを行いました。 

 コーチは低学年、高学年それぞれに応じた言葉がけをされ 

ていました。子どもたちへの話の中で、以下の言葉が印象的 

でした。 

「今、何をするべきか、どうするべきか考えて行動する。高 

学年は行動したことがみんなの役に立っているかふり返る」 

「最初から全力。実力を隠していて良い事はない」「一生懸命 

考えながら練習すると上手になる」「いろいろな方法を見つけ 

て、自分に合った方法をさがす」「高い目標をもって頑張ってほしい」でした。 

 今回、サガン鳥栖の方との交流で、子どもたちは目を輝かせ、生き生きしていました。本物にふ

れることはとても大事だなと改めて感じました。これから子どもたちが自分の好きな事、目標を意

識し、頑張る機会になってくれたらいいなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月の児童集会 
 10月 18日（水）朝の時間に児童集会を行いました。今月は 3年生が体育のマット運動を全校の前

で発表してくれました。準備運動は猫になりきって体を伸ばしたり縮めたりしました。マット運動

では前転や側転、ブリッジなどを披露しました。得意不得意はあるにしても、どの子も自分ができる

動きを精一杯披露しました。 

 


